




〔目的〕 

川崎病の冠動脈後遺症の問題として,学童心臓検診の際川崎病既往児の冠動脈病変をいか

に発見するか,又冠動脈病変を残した小児の日常生活管理をどうするかという問題がある。

我々はアンギオグラフィーにて冠動脈異常を認めた児に運動負荷試験を行い,前記の問題

の解決法となりうるか試みた。 


